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小野町地域包括支援センター

小野町社会福祉協議会

小
野
イ
ン
タ
ー

社会福祉法人小野町社会福祉協議会
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字美売 57 番地 1
TEL 0247-72-6866　FAX 0247-71-0471
MAIL ono-shakyo@sunny.ocn.ne. jp

○小野町指定相談支援事業所
　TEL 0247-61-6101　　FAX 0247-71-0471
○小野町居宅介護支援センター
　TEL 0247-72-6377　　FAX 0247-71-0471
○小野町デイサービスセンター
　TEL 0247-72-6777　　FAX 0247-72-6790
○小野町地域包括支援センター
　〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 111
　TEL 0247-72-2128　　FAX 0247-61-6102

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　小野町社会福祉協議会では個人情報保護法に関して適用されている法令、国が定める方針その他の
規範を遵守し、保有する個人情報の保護に努めます。

社協だよりは赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

苦情受付について
　小野町社会福祉協議会では、苦情や要望に適切な対応を行うため、苦情受付体制を整備し、随時受
け付けております。
　事業所に設置してある相談箱への投函、または職員へ口頭で伝えていただくなど、どのような方法
でも結構です。遠慮なくお申し出ください。
　なお、苦情の申し出があった際には内容確認を行い、解決に向け速やかに対応いたします。また、
すべての苦情につきましては苦情解決責任者へ報告し、その後苦情処理委員会にて協議します。

　介護は誰もが抱える不安です。小野町居宅介護支援センターでは、ご利用者またはご家族の方からのご依
頼をもとにケアマネジャー（介護支援専門員）が介護の必要性やご希望に応じて介護サービス計画（ケアプラ
ン）を作成いたします。また、介護サービスを提供する事業者との様々な調整を行い安心して在宅生活が送れ
るようにサポートいたします。

　小野町地域包括支援センターは、小野町から委託を受けた公的な「高齢者の総合相談窓口」です。
　みなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続けられるようにサポートいたします。

●高齢者の皆さんやその家族の方などからさまざまな相談をお受けします。
●要支援１・２と認定された方や生活機能が低下した方への支援を行います。
●財産管理が不安になってきた方や消費者被害の相談に応じ、高齢者の虐待
　防止や早期発見、虐待ケースへの対応を行います。
●皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らせるようサービス提供事業者への
　支援や医療機関の調整など地域のネットワーク作りをすすめます。

●在宅介護に関する悩みや相談 ●介護サービス事業所との連絡や調整
●介護保険サービス利用の相談 ●要介護認定調査の実施
●申請の代行 ●ケアプランの作成

小野町居宅介護支援センターのご案内
TEL 0247-72-6377

小野町地域包括支援センターのご案内
TEL 0247-72-2128

主なサービス

発小

野町社会福祉協議会
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　橋本 榮様が100歳の誕生日
を迎えられました。
　詳しい内容は、5ページを
ご覧ください。
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令和4年度　当初予算

収　入
収入総合計 189,878,000円

支出総合計 189,878,000円
支　出

デイサービス利用料
居宅介護支援事業介護報酬
地域包括支援センター事業報酬

介護保険事業

県・町受託金

寄付金

共同募金配分事業

会費

補助金

その他

取崩事業収入

障がい者相談支援事業

地域包括支援センター事業受託金
相談支援事業受託金

寄附金収入

サービス利用支援費

県共同募金会配分金

一般会費（一世帯300円）

活動費補助金

預金利息等

積立金取崩収入

135,876,000円

28,628,000円

3,355,000円

2,578,000円

1,226,000円

861,000円

2,343,000円

38,000円

14,973,000円

189,878,000円合計

ボランティアセンター
事業

地域包括
支援センター事業

法人運営事業

居宅介護支援事業

地域福祉基金積立金

共同募金配分金事業

地域福祉事業

障がい者相談支援事業

社会福祉協議会運営費用

居宅介護支援センター運営費用

障がい者相談支援事業所運営費用

22,418,000円

1,226,000円

2,732,000円

218,000円

2,456,000円

189,878,000円

デイサービスセンター
事業 デイサービスセンター運営費用

地域包括支援センター運営費用

ボランティアセンター運営費用

次期の地域福祉事業への積立

福祉団体・小中学校ボランティア
活動助成金等

福祉関連団体への助成金
寝具クリーニングサービス事業
訪問理髪サービス事業　等

102,246,000円

29,954,000円

21,854,000円

6,774,000円

合計

デイサービスセンター
事業

102,246,000
53.85％

法人運営事業
29,954,000
15.78％

居宅介護支援事業
21,854,000
11.51％

障がい者
相談支援事業
6,774,000
3.57％

共同募金
配分金事業
1,226,000
0.65％

地域福祉事業
2,732,000
1.44％

ボランティアセンター
事業

218,000
0.11％

地域福祉基金
積立金

2,456,000
1.29％

地域包括
支援センター事業
22,418,000
11.81％

介護保険事業
135,876,000
71.56％

県・町受託金
28,628,000
15.08％

寄付金
3,355,000
1.77％

障がい者
相談支援事業
2,578,000
1.36％

共同募金
配分事業
1,226,000
0.65％

会費
861,000
0.45％

補助金
2,343,000
1.23％

その他
38,000
0.02％取崩事業収入

14,973,000
7.89％

基

　本

　方

　針

令
和
４
年
度
　
事
業
計
画
・
予
算

　
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
社
会
状
況
の
変
化
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
町
民
の
価
値
観
や
生
活
様
式
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。特
に
政
府
が
発
出
し
た
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
収
入
の
減
少
や
不
安

定
な
雇
用
情
勢
な
ど
に
よ
り
生
活
に
困
難
を
抱
え
る
住
民
が
急
増
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
た
活
動
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多
く
の
住
民
が
生
活
に

不
安
を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
課
題
・
生
活
課

題
が
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
地
域
の
力
で
支
え
る「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
が
重

要
課
題
と
さ
れ
、地
域
住
民
、事
業
者
、関
係
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、行
政
機
関
等
が
、

地
域
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も
と
、
連
携
し
、
支
え
合
っ
て
い
く
「
我
が

事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
も「
全
社
協
　
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」を
策
定
し
、
国
が
進
め
て
い
る「
地
域

共
生
社
会
」及
び
国
際
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（S

D
G
s

）」の

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
」
の
実
現
と
い

う
２
つ
の
方
向
性
を
も
と
に
、「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
協
働
の

中
核
を
担
う
組
織
と
し
て
、
一
人
一
人
の
生
活
課
題
に
丁
寧
に
対
応
し
、
多
様
な
主
体

の
連
携
（「
連
携
・
協
働
の
場
」
の
創
出
・
活
性
化
）
に
よ
り
総
合
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
誰
に
も
居
場
所
や
役
割
の
あ
る
地
域
づ
く
り
（
誰
も
が
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く

り
）
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
、
各
部
門
に
お
け
る
取
り
組
み
を
組
織
全
体
で

推
進
い
た
し
ま
す
。

令和 4年理事会（事業計画・予算審議）
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令和 4年理事会（事業計画・予算審議）
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篤 志 物 品

遺 志

善意のご寄付ありがとうごいました
　『社会福祉のためにお役立てください』と、社会福祉協議会に対し多くの方々より多額のご寄附を
いただきました。お寄せいただいた浄財は、社会福祉事業の資金として役立たせていただきます。
　また、多くの方々より物品のご寄贈をいただきました。
　今回は令和4年2月から令和4年5月までにご寄付いただいた皆様のご芳名を掲載させていただきま
す。(敬称略)

宗　像　一　郎（浮　金）
大和田　利　一（浮　金）
藤　井　秀　延（浮　金）
大和田　　寛　（荒　町）
大　方　幸　一（小戸神）
國　分　健　広（小戸神）
　　田　国　英（上羽出庭）
吉　田　　覚　（上羽出庭）
　　野　　清　（飯豊上）
吉　田　一　郎（飯豊上）
佐　藤　高　弘（中　通）
草　野　和　子（中　通）
大　樂　勝　之（大　八）
後　藤　喜久次（菖蒲谷）
　田　浩　徳（塩庭一区）
森　田　純　一（平　舘）
佐　藤　悦　朗（谷津作）
武　藤　良　允（反　町）

吉　田　芳　仁（塩庭一区）
遠　藤　靖　次（小野赤沼）
佐　藤　善　一（夏　井）
吉　田　代　吉（小野山神）
吉　田　政　美（上羽出庭）
先　﨑　裕　保（谷津作）
永　山　一　悳（夏　井）
春　山　　司　（小戸神）
横　田　　勝　（南田原井）
宗　方　善　照（荒　町）
村　上　弘　美（南田原井）
齊　藤　　淳　（夏　井）
白　石　秀　男（谷津作）
吉　田　智　一（飯豊上）
村　上　一　郎（小戸神）
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（故　弟　佐　藤　新　治）
（故　母　櫻　下　ヨシヱ）

小野町グランドゴルフ協会
芹　沢　　誠　（中　通）

郡　司　芳　美（飯豊上）
先　﨑　正　子（吉野辺）
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小野町グランドゴルフ協会　様

　
今
年
の
４
月
よ
り
入
職
い
た
し
ま
し
た
、

熊
谷
貴
晶
と
申
し
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

働
く
の
は
初
め
て
な
の
で
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士

　
熊
谷
　
貴
晶

（
４
月
１
日
付
新
採
用
）

新
採
用
職
員
紹
介

◇
小
野
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

嘱
託
介
護
支
援
専
門
員

　
永
田
　
郷
子

（
４
月
１
日
付
新
採
用
）

◇
小
野
町
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
私
は
、
小
野
町
出
身
で
小
さ
い
頃
か
ら
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
私
が
地

域
の
方
々
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

の
で
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
小
野
町
で
子
育
て
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し

で
も
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士

　
佐
藤
　
夢
萌

（
４
月
１
日
付
新
採
用
）

デイサービスセンターだより

（大正 11 年 4 月 10 日生まれ）

　令和4年4月10日に橋本榮様が100歳の誕生日を迎
えられました。町からは賀寿ならびに記念品、県からは
賀寿と木杯が贈られました。
　翌日11日は、当デイサービスセンターをご利用され、
職員による誕生日会を行い、ご長寿をお祝いいたしま
した。
　これからも、健康で幸せな毎日でありますようにお祈
り申し上げます。

お花見散歩

　天気の良い日には外での活動も行いました。太陽の光
を浴びながらの活動は普段よりものびのびとされた様
子でした。

青空活動
　身体状態に合わせて運動を行い下肢筋力低下の予防
や生活意欲の向上に努めました。複数人で行うことにより
声を掛け合いながら楽しく運動に参加できていました。

個別機能訓練

　昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為中
止となりましたが、今年はお花見散歩を行うことが出来
ました。「見事に咲いてて綺麗だな」、「花見しながら歩く
のはいいない」と桜を見て喜びの声が聞かれました。
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日本赤十字社への
ご協力ありがとうございました。
　赤十字事業には、皆さまからあたたかいご理
解・ご協力をいただきありがとうございます。
　日赤社資は、災害救護・医療事業・血液事業・
赤十字奉仕団活動・各種講習会や国際活動な
どに有効に活用されます。
　これからも、ご理解・ご協力をいただきます
ようお願い申し上げます。

　小野町日赤奉仕団すみれ会は、昭和 58 年 4
月に結成され、町内福祉施設の慰問や施設利
用者との交流、様々なボランティア活動など地
域に根ざした活動をされています。
　すみれ会は、ともに活動してくださる方を募集
しています。詳しくは小野町社会福祉協議会ま
でお問い合わせください。(℡0247-72-6866)

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

日
赤
社
資

日
本
赤
十
字
社
へ
送
付

◯国内災害救護　
◯国際活動
◯血液事業　
◯赤十字病院
◯救急法等の講習会
◯看護師等の育成　
◯社会福祉
◯青少年赤十字
◯赤十字ボランティア

社資の使い道

日赤奉仕団すみれ会
会員募集

「しあわせ金婚夫婦表彰」受付
　福島県老人クラブ連合会及び福島民報社では、結婚して 50 年、めでたく金婚式を迎えられるご夫婦の表彰を行
っています。該当する方は、小野町単位老人クラブ会長、または当協議会までお申し込みください。
 対　　象　　昭和 47 年 1 月 1 日から昭和 47 年 12 月 31 日までに結婚されたご夫婦
　　　　　　※なお、昨年までに申し込みの手続きをされなかったご夫婦も対象となります。
 受付期間　　令和 4 年 7 月 15 日（金）（期日厳守）
　　　　　　※老人クラブに入会されていない方も対象となります。

小野中学校ボランティア活動紹介
　小野町社会福祉協議会では、ボランティア普及事業として、小中学校の児童・生徒を対象に、社会福
祉への理解と関心を高め、共に生き、共に支え合う心を育てるとともに、児童・生徒を通して家庭や地域
社会への関心を持ってもらうため共同募金より助成を行っております。
　昨年度は、ペットボトルキャップ回収や書き損じハガキの回収を行い、環境問題やゴミ減量などへの
関心を高めました。回収したキャップは発展途上国の子どもたちにワクチンを届ける活動に役立てまし
た。
　また、新型コロナウイルスの影響により2 年間未実施だった、夏井川のゴミ拾い作業を友の会の方と、
地域の環境整備活動への関心、意欲を高めることを目的に実施しました。
　さらに、あおぞら保育園を訪問し、自分達でできることを考え、手作りのおもちゃ、教室に飾る花の寄
せ植えを作ってプレゼントを行いました。

地域でサロン活動を行ってみませんか？
　当協議会では、地域に住む高齢者が気軽に集まり、地域住民相互の交流を推し進め、参加者の生きがいと地域の
支え合いの力を高めることを目的とする「おのまちあったかサロン事業」を実施しており、現在 19 ヶ所でサロン
活動が行われております。
　対象となるサロン内容は、地域住民やボランティアとの茶話会などによる交流、健康づくり、介護予防に関する
こと、世代間交流活動、趣味、レクリエーションなどになっており、対象者は６５歳以上の高齢者としていますが、
必要と認めた地域住民については６５歳に関わらず対象者としております。
　詳しい情報は小野町社会福祉協議会までお問い合わせください。(℡0247-72-6866)

「ウクライナ人道危機救援金」の受付を小野町社会福祉協議会で行っております。
日本赤十字社福島県支部を通しまして、日本赤十字社から対象地域に届けられます。
皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
また、各金融機関にて直接振込をする場合は、つぎのとおりになります。

受付期間 令和４年９月 30 日 ( 金 ) までの予定

１．郵便局・ゆうちょ銀行 ※郵便局・ゆうちょ銀行窓口での取扱いの場合、振込手数料は免除され
ます。

※受領証の発行を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」と記載して
ください。

※通信欄に「ウクライナ人道危機」とご記入ください。

〈口座記号番号〉　00110ー2ー5606
〈口座名義〉　　　「日本赤十字社」

２．金融機関口座（日赤本社）　※振り込み手数料がかかる場合があります。

三井住友銀行　すずらん支店
普通預金　〈口座番号〉2787781

三井UFJ銀行　やまびこ支店
普通預金　〈口座番号〉2105784

みずほ銀行　クヌギ支店
普通預金　〈口座番号〉0623471

※口座名義はいずれも「日本赤十字社」になります。

ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 の 受 付ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 の 受 付
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　福島県老人クラブ連合会及び福島民報社では、結婚して 50 年、めでたく金婚式を迎えられるご夫婦の表彰を行
っています。該当する方は、小野町単位老人クラブ会長、または当協議会までお申し込みください。
 対　　象　　昭和 47 年 1 月 1 日から昭和 47 年 12 月 31 日までに結婚されたご夫婦
　　　　　　※なお、昨年までに申し込みの手続きをされなかったご夫婦も対象となります。
 受付期間　　令和 4 年 7 月 15 日（金）（期日厳守）
　　　　　　※老人クラブに入会されていない方も対象となります。

小野中学校ボランティア活動紹介
　小野町社会福祉協議会では、ボランティア普及事業として、小中学校の児童・生徒を対象に、社会福
祉への理解と関心を高め、共に生き、共に支え合う心を育てるとともに、児童・生徒を通して家庭や地域
社会への関心を持ってもらうため共同募金より助成を行っております。
　昨年度は、ペットボトルキャップ回収や書き損じハガキの回収を行い、環境問題やゴミ減量などへの
関心を高めました。回収したキャップは発展途上国の子どもたちにワクチンを届ける活動に役立てまし
た。
　また、新型コロナウイルスの影響により2 年間未実施だった、夏井川のゴミ拾い作業を友の会の方と、
地域の環境整備活動への関心、意欲を高めることを目的に実施しました。
　さらに、あおぞら保育園を訪問し、自分達でできることを考え、手作りのおもちゃ、教室に飾る花の寄
せ植えを作ってプレゼントを行いました。

地域でサロン活動を行ってみませんか？
　当協議会では、地域に住む高齢者が気軽に集まり、地域住民相互の交流を推し進め、参加者の生きがいと地域の
支え合いの力を高めることを目的とする「おのまちあったかサロン事業」を実施しており、現在 19 ヶ所でサロン
活動が行われております。
　対象となるサロン内容は、地域住民やボランティアとの茶話会などによる交流、健康づくり、介護予防に関する
こと、世代間交流活動、趣味、レクリエーションなどになっており、対象者は６５歳以上の高齢者としていますが、
必要と認めた地域住民については６５歳に関わらず対象者としております。
　詳しい情報は小野町社会福祉協議会までお問い合わせください。(℡0247-72-6866)

「ウクライナ人道危機救援金」の受付を小野町社会福祉協議会で行っております。
日本赤十字社福島県支部を通しまして、日本赤十字社から対象地域に届けられます。
皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
また、各金融機関にて直接振込をする場合は、つぎのとおりになります。

受付期間 令和４年９月 30 日 ( 金 ) までの予定

１．郵便局・ゆうちょ銀行 ※郵便局・ゆうちょ銀行窓口での取扱いの場合、振込手数料は免除され
ます。

※受領証の発行を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」と記載して
ください。

※通信欄に「ウクライナ人道危機」とご記入ください。

〈口座記号番号〉　00110ー2ー5606
〈口座名義〉　　　「日本赤十字社」

２．金融機関口座（日赤本社）　※振り込み手数料がかかる場合があります。

三井住友銀行　すずらん支店
普通預金　〈口座番号〉2787781

三井UFJ銀行　やまびこ支店
普通預金　〈口座番号〉2105784

みずほ銀行　クヌギ支店
普通預金　〈口座番号〉0623471

※口座名義はいずれも「日本赤十字社」になります。

ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 の 受 付ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 の 受 付
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小野町地域包括支援センター

小野町社会福祉協議会

小
野
イ
ン
タ
ー

社会福祉法人小野町社会福祉協議会
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字美売 57 番地 1
TEL 0247-72-6866　FAX 0247-71-0471
MAIL ono-shakyo@sunny.ocn.ne. jp

○小野町指定相談支援事業所
　TEL 0247-61-6101　　FAX 0247-71-0471
○小野町居宅介護支援センター
　TEL 0247-72-6377　　FAX 0247-71-0471
○小野町デイサービスセンター
　TEL 0247-72-6777　　FAX 0247-72-6790
○小野町地域包括支援センター
　〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 111
　TEL 0247-72-2128　　FAX 0247-61-6102

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　小野町社会福祉協議会では個人情報保護法に関して適用されている法令、国が定める方針その他の
規範を遵守し、保有する個人情報の保護に努めます。

社協だよりは赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

苦情受付について
　小野町社会福祉協議会では、苦情や要望に適切な対応を行うため、苦情受付体制を整備し、随時受
け付けております。
　事業所に設置してある相談箱への投函、または職員へ口頭で伝えていただくなど、どのような方法
でも結構です。遠慮なくお申し出ください。
　なお、苦情の申し出があった際には内容確認を行い、解決に向け速やかに対応いたします。また、
すべての苦情につきましては苦情解決責任者へ報告し、その後苦情処理委員会にて協議します。

　介護は誰もが抱える不安です。小野町居宅介護支援センターでは、ご利用者またはご家族の方からのご依
頼をもとにケアマネジャー（介護支援専門員）が介護の必要性やご希望に応じて介護サービス計画（ケアプラ
ン）を作成いたします。また、介護サービスを提供する事業者との様々な調整を行い安心して在宅生活が送れ
るようにサポートいたします。

　小野町地域包括支援センターは、小野町から委託を受けた公的な「高齢者の総合相談窓口」です。
　みなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続けられるようにサポートいたします。

●高齢者の皆さんやその家族の方などからさまざまな相談をお受けします。
●要支援１・２と認定された方や生活機能が低下した方への支援を行います。
●財産管理が不安になってきた方や消費者被害の相談に応じ、高齢者の虐待
　防止や早期発見、虐待ケースへの対応を行います。
●皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らせるようサービス提供事業者への
　支援や医療機関の調整など地域のネットワーク作りをすすめます。

●在宅介護に関する悩みや相談 ●介護サービス事業所との連絡や調整
●介護保険サービス利用の相談 ●要介護認定調査の実施
●申請の代行 ●ケアプランの作成

小野町居宅介護支援センターのご案内
TEL 0247-72-6377

小野町地域包括支援センターのご案内
TEL 0247-72-2128

主なサービス

発小

野町社会福祉協議会
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　橋本 榮様が100歳の誕生日
を迎えられました。
　詳しい内容は、5ページを
ご覧ください。


